
         作成日：2026年３月31日

          有限会社　三浦タイヤ商会

運用期間     2025年3月～2026年２月



　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　事業の概要（1）

　（１）　事業者名有限会社　三浦タイヤ商会
　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　三浦　一也 　

　（２）　所在地 〒870-0108
　　　　　　　　　　　　　大分県大分市三佐６丁目１番３１号

　（３）環境保全関係の担当者連絡先
　　　　　　　　　　　　　環境管理責任者　：　三浦　一也
　　　　　　　　　　　　　EA21事務局　担当者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦一也
　　　　　　　　　　　　　連絡先　　ＴＥＬ　　097-527-4895
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ　　097-527-7475

　（４）事業規模 社員数　4人 （2026年3月31日現在）

　（5)事業内容 ①産業用・自動車用各種タイヤの卸売・小売業
②各種自動車関連用品の卸売・小売業
③出張タイヤ交換・パンク修理等ロードサービス業務
④自動車車検整備・自動車用保険代行業務

　（６）設立 平成１７年３月

　（７)資本金 300万

　（８)会計年度　期首：3月　期末：2月

　(９)事業規模

単　位

百万円

人従業員 4 4 4

活動規模 2025年度 2024年度 2023年度

売上高 152 140 134
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企業理念

有限会社三浦タイヤ商会は、かけがえのない地球環境の保護の重要性
を認識し、環境にやさしいクリーンで安全な商品、サービスを積極的に提
供することにより、豊かな地域社会の未来づくりに貢献するとともに、社会
の発展に貢献してまいります。

環境方針

1.　自動車用タイヤ、産業用タイヤの販売において環境（低燃費）タイヤ
　を中心としたエコ対応商品を積極的に販売し、環境負荷の低減に努め
　ます。

2.　ＣＯ２　排出削減の為、電力消費、車両燃料の効率改善に努めます。

3.　リデュース・リユース・リサイクルの推進に努め、産業廃棄物排出量の
　　削減、再資源化に努めます。

4.　事務所および工場での節水に努めます。

5.　環境に配慮したグリーン商品の購入に努めます。

6　.化学物質は、適切に管理します。

7.　事業に関係する環境関連法規を遵守します。

8.　全社員が環境経営方針を理解し、各自がそれを周知して行動できる様、
　　社員教育を計画的に実施し、環境に関する意識を向上させて、環境経
　　営の継続的改善に努めます。
　　　　　　　　

　～この環境経営方針は、社内外に公表します～

制定年月日   2012年12月１日

更新年月日 　2025年3月31日

有限会社　三浦タイヤ商会

　　代表取締役　　 三浦　 一也

環境経営方針
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　　有限会社三浦タイヤ商会

1　経営における課題とチャンスの確認
　代表者 2　環境経営方針の策定、更新
　　代表取締役　三浦一也 3　環境関連法規のとりまとめ、遵守管理

4　外部コミュニケーションへの対応窓口
5　環境上の緊急事態の想定と訓練実施

１　環境マネジメントシステムの構築・運用・維持

　環境管理責任者 ２　環境経営目標の策定及び進捗管理

３　環境経営計画の策定と活動実施管理

　　代表取締役　三浦一也 ４　環境コミュニケーションの受付

５　環境マネジメントシステムの構築・運用・維持

６　環境教育、社内コミュニケーションの推進

７　環境経営レポートの作成

8　環境経営計画の実施

9　環境経営に関する提案

10　環境関連法規の遵守

11　職場環境の改善（５Ｓ活動継続）

エコアクション２１推進体制
組織図・権限と責務

権限と責務
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2024年度
（令和5年3月～
令和6年2月）

2025年度
（令和6年3月～
令和7年2月）

2026年度
（令和7年3月～
令和8年2月）

2027年度
（令和8年3月～
令和9年2月）

二酸化炭素 前年度実績 前年度実績 前年度実績 前年度実績

排出量の削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減

電気使用量 前年度実績 前年度実績 前年度実績 前年度実績

の削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減

ガソリン使用量 前年度実績 前年度実績 前年度実績 前年度実績

の削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減

軽油使用量 前年度実績 前年度実績 前年度実績 前年度実績

の削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減 の1％削減

産業廃棄物の リサイクル率100％ リサイクル率100％ リサイクル率100％ リサイクル率100％

再資源化 の維持 の維持 の維持 の維持

水使用量の 水資源の有効活用 水資源の有効活用 水資源の有効活用 水資源の有効活用

節約 の推進 の推進 の推進 の推進

グリーン購入

の推進

地域との共存

クリーン作戦

注 電力の二酸化炭素排出係数は、2017年度九州電力　調整後排出係数０．４６３を使用した。

化学物質の適切な
取扱いと管理推進

6
地域清掃活動の推
進

地域清掃活動の推
進

地域清掃活動の推
進

化学物質の適切な
取扱いと管理推進

地域清掃活動の推
進

中古部品、環境配
慮商品の顧客提案
推進

（環境配慮商品
の購入・販売推

進）

エコマーク事務用
品の優先購入

エコマーク事務用
品の優先購入

エコマーク事務用
品の優先購入

中古部品、環境配
慮商品の顧客提案
推進

エコマーク事務用
品の優先購入

4

5
化学物質の適切
な管理

化学物質の適切な
取扱いと管理推進

化学物質の適切な
取扱いと管理推進

中古部品、環境配
慮商品の顧客提案
推進

中古部品、環境配
慮商品の顧客提案
推進

1-1

1-2

1-3

2

3

1

環境経営目標 （2025年度～2026年度）

項目 項目

環境経営目標
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評価基準： 〇：できた　　△：できたが改善の余地あり　　×：できなかった

（具体的な活動計画） 事務所 現場

　昼休みの消灯（毎日） ○ ○

　使用時以外のトイレ、会議室の消灯（毎日） ○ ○

　冷暖房設定温度の厳守（毎日） ○

　OA機器の退社時の電源オフ（毎日） ○ ○

　空調機フィルターの定期的清掃（6月、12月） ○

　省エネステッカーによる目で見る周知（毎日） ○ ○

　日よけ、ブラインドによる室温上昇防止（6月～10月） ○ ○

　アイドリングストップの推進（毎日） ○ ○

　経済運転の推進（急発進、急停止の禁止）（毎日） △ △

　法定速度の遵守（毎日） △ △

　車両の相乗りの推進（毎日） ○ ○

　車両点検の実施　（毎日) ○

　省資源化ステッカーによる目で見る周知（毎日） ○ ○

　社内情報のペーパーレス化（適時）

　（社内メール、掲示板の活用）

　ゴミの分別の徹底（毎日） ○ ○

　ゴミ分別、リサイクル等のステッカーによる周知（毎日） ○ ○

　産業廃棄物の分別（適時） ○

　リサイクル、再資源化の推進（毎日） ○ ○

　産業廃棄物置場の適正な管理（毎日） ○

　水使用量の把握（計画を立てる） ○

　節水の推進（毎日） ○ ○

　節水ステッカーによる目で見る周知（毎日） ○

　水系への環境負荷物質の漏洩防止（毎日） ○ ○

　雨水の確認と管理 ○ ○

　再生紙の購入推進（購入時） ○

　リサイクル製品の購入推進（購入時） ○

　詰め替え可能な製品の購入推進（購入時） ○

　地球環境に配慮した商品の販売促進（適時） ○

　地球環境に配慮した商品の顧客への啓発（適時） ○

　環境配慮製品設計の推進（適時） ○

　自治体への環境配慮の提案（適時） ○

　整理整頓の実施（毎日） ○

　漏洩時の対応、処置方法の教育（適時） ○

　SDSの取り寄せと内容の理解（適時） ○

　環境法規の実施（適時） ○

　保管量の確認（随時） ○ ○

　地域清掃の実施（適時） ○ ○

　職場や駐車スペースの清掃（毎日） ○ ○

　環境に関する地域事業の支援 〇

　ＥＣＯイベントへの参加、協賛 〇

化学物質の
適切な管理

三浦一也
社員　②

地域との共
存

クリーン作戦
三浦一也
社員　①

○

三浦一也
社員　②

水の使用量
節約

三浦一也
社員②

グリーン購
入の促進
（顧客の環
境啓発・事
務用品調

達）

三浦一也

三浦一也

電気使用量
の削減

三浦一也
社員　①

ガソリン・軽油
使用量の削減

三浦一也
社員　①

産業廃棄物
100％再資
源化継続

（一般廃棄
物の適正管
理を含む）

三浦一也
社員　②

　環境経営計画
　　環境経営目標期間の環境経営計画　及び　2026年度の実績評価

環境経営目
標関連項目

推進責任者
環境経営計画

2026年度
活動評価
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作成者：　三浦　一也
　　　作成日：2026年3月29日 承認者：　三浦　一也 遵守評価者：　三浦　一也

遵守評価日：  2026年3月31日
法規制等 適用内容 対象設備、施設 遵守事項  （法規制/自主規制） 記録類 遵守評価 コメント

廃棄物処理法 産業廃棄物の 産業廃棄物 （法規制）
適切な管理 1.産業廃棄物置場の表示 表示 ○

2,マニフェスト伝票の管理 マニフェスト伝票 ○
3.委託契約書、処理業許可証の管理 委託契約書 ○
4.委託業者への適切な処理の委託 領収書 ○
5.管理表交付状況報告書の提出（大分市役所） 報告書 ○
6.分別、清掃の実施、飛散、漏洩の防止　　 ○

廃タイヤの適切な 産業廃棄物対象廃タイヤ （法規制）
管理 （業務用自動車の廃タイヤ） 1.産業廃棄物収集運搬業の許可取得と遵守 許可証 ○

2.積み替え保管の許認可の取得 許可証 ○
3.収集運搬時の表示とマニフェスト伝票携帯 産廃運搬表示 ○

一般廃棄物の 一般廃棄物 1.委託業者への適切な処理の委託 領収書 〇
適切な管理 2.分別、清掃の実施、飛散、漏洩の防止　　

古物営業法 古物商品の適切な 中古部品 （法規制）
営業 再生部品 1.都道府県公安委員会の許可取得 許可証 ○

2.適切な営業措置の実施 ○
家電リサイクル法 特定家電,PC類の テレビ、 （法規制）
ＰＣリサイクル法 適切な廃棄 家庭用エアコン 1.リサイクル料支払い（発生時のみ） リサイクル券 ○ 今期該当なし

パソコン類 2.廃棄時、適切な業者への依頼 領収書 ○ 今期該当なし
自動車リサイクル法公用車の適切な 公用車 （法規制）

廃棄 1.リサイクル料支払い（発生時のみ） リサイクル券 ○ 今期該当なし
2.廃棄時、適切な業者への依頼 領収書 ○ 今期該当なし

騒音規制法 （法規制）
コンプレッサー コンプレッサー 1.特定施設設置（使用）届出（市役所又は保健所） 届出書 ○
騒音防止 原動機：7.5KW以上 （自主規制）

1.異常音発生時の停止、修理　　 ○ 今期該当なし
消防法 （法規制）

危険物の オイル類 指定数量の1/5以下での保管 〇
　　　　　適切な管理 アルコール類：８０リットル以下 ○ 該当なし

第２石油類：２００リットル以下 ○ 該当なし
第３石油類：４００リットル以下 ○ 該当なし
第４石油類：１２００リットル以下（オイル類） ○

遵守評価の結果
１．遵守評価の結果、環境法規遵守に問題点は無く、違反の恐れは無かった。
２．関係当局からの指導や指摘、処分は過去5年間以上無い。
３．苦情や訴訟は無かった。

環境法規制登録表
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　灯油を含む、当運用期間の二酸化炭素総排出量： ㎏-ＣＯ2

項目 達成度

二酸化炭素排出量削減 16,028 ㎏-ＣＯ2 15,868 ㎏-ＣＯ2 16,074 ㎏-ＣＯ2 98.7%

電気使用量削減 5,815 ｋＷｈ 5,757 ｋＷｈ 6,082 ｋＷｈ 94.7%

ガソリン使用量削減 1,024 ℓ 1,014 ℓ 1,115 ℓ 90.9%

軽油使用量削減 4,248 ℓ 4,206 ℓ 4,136 ℓ 101.7%

　注　電力の二酸化炭素排出係数は、2017年度九州電力　調整後排出係数０．４６３を使用した。

　　　　二酸化炭素排出量の基準年度、目標値、実績は、灯油を含まない

【実績評価】　二酸化炭素排出量は、全体としては目標を達成できできませんでした。

　　電力は、ありがたいことに年々来店客数が増加しており、お客様と社員の快適性を保つためのエアコン稼働が増えました。

　　さらに、感染症対策や衛生環境維持のために（エアコンと換気の併用）を行っており、これが熱効率を下げ、電気使用量を

　　押し上げる最大の要因となっています。

【今後の取組方針】

　　従業員の健康と安全、およびお客様へのサービス品質を最優先にしながらも、業務における「無理・無駄」の徹底排除と効率改善

　　に、全員でチャレンジに継続していきます。

効率管理目標課題 前期

産業廃棄物の再資源化
　リサイクル100％維持 100%

【今後の取組方針】

水使用量の節約 節水管理

【今後の取組方針】

グリーン購入（顧客対
応）

中古部品、環
境配慮製品、
サービスの提
案

グリーン購入（社内対
応）

エコマーク商
品の選択

化学物質の適切な管理

溶剤、パンク
補修剤を適切
に保管し、取
扱う

　　パンク補修剤は、石油系溶剤をわずかに含んでいるが、労安法、化管法には該当しないことを確認している。

地域との共存
クリーン作戦

清掃活動の
推進

　　今後は換気方法の工夫やエアコンフィルターの清掃強化など現状環境下でできる運用の効率化をさらに進めてまいります。

　【実績評価】　従業員の健康と安全、およびお客様へのサービス品質を最優先にしながらも、業務における「無理・無駄」の徹底排
除と効率改善に全員でチャレンジに継続しています

　【今後の取組方針】
　　　効果的な活動や毎日の清掃など、目的と手段を工夫しながら積極的に取組んでいく。。

　【実績評価】　化学物質は、車両等の汚れ落とし等に、シンナーを少量使用している。労働安全衛生法の社員教育を実施している。

　【今後の取組方針】
　　少量ではあっても、取扱い及び保管には、万全を期す。

環境経営計画に基づいて、
積極的な美化活動を進める

毎月1回の地域美化清掃、毎
日の職場清掃、ＥＣＯイベン
ト協賛、支援を行った

当社の規模、体制に見合っ
た地域との協働、クリーン作

戦推進ができた。

　【実績評価】　事務用品は、エコマーク商品を優先的に選択している。数量は、多くないが、ＥＣＯ商品の市場拡大に貢献する。

　【今後の取組方針】　2017年版ガイドラインでは、自由選択となったが、目標として維持し、積極的に取組んでいく。

　　　環境に優しい製品、サービスを提供するとともに、調達面でも循環型社会にできるたげ貢献して継続する。

取扱い、保管は、適切に行
う。
ＳＤＳを常備し、作業者に周
知する。

保管量、状態は、毎月末に
チェックし、適切であることを
確認した。

パンク補修剤は、少量であり
ＰＲＴＲ法適用外である。シン
ナーは、微量であるが、適切
な管理を行った。今後も継続
する。

事務用品の発注時には、エ
コマーク商品をできるだけ優
先する

事務用品の購入時には、エ
コマーク商品であることを確
認して発注した。

適切に対応できた。
今後も継続する。

【実績評価】　水道使用量については、社内全員で節水意識を共有し目標達成にむけ取り組んだ結果（前期 44㎥　、今期　41㎥）
　　前年度を下回る成果を上げることができました。

　　水漏れの定期チェック、清掃時のバケツの活用（流しぱなしにしない）など全社員で工夫していく。
　

お客様に対して、中古部品
やエコタイヤ、チッソ充填など
の提案、環境配慮の啓発に
努める

来店客、訪問先での顧客相
談に、環境面の配慮をお奨
めする

適切に対応できた。
新たな提案ができるよう、
メーカなどから最新情報を入
手していく

【実績評価】　中古部品はお客様にも大きなメリットがあり、再資源化推進にも寄与する。
　　エコタイヤの推奨、タイヤメーカーと連携したチッソ充填のお奨めなど、お客様の理解が進むよう、啓発に努めてきた。

【今後の取組方針】

　　タイヤ専門業者として、正確な情報に基づいて、顧客へのサービス、啓発に努めていく。

　　当社の環境経営方針、企業理念をしっかり理解して、地球環境に配慮した事業活動を全員で継続する。

水の有効活用推進 節水活動は実施できた
結果として数量が増えた
のは今後の課題である

　　事務所、工場共に前期より増加で目標未達となりましたが、来店客増加という事業活動の活発化に伴う微増ではありますが

　　燃料使用量については、軽油は目標を達成することができました。ガソリンは微増で目標は未達です。
　　今期は来店客の増加に伴い訪問バランスが変化したことも影響していますが、何より全社で取り組んでいる。「経済運行ルート
　　の選択による走行距離の短縮」と、一人ひとりの「ECO運転の継続」が着実に実を結んだ結果です。

目標 成果 評価

　リサイクル率100％
　の維持

　リサイクル率100％
　を維持できた

達成

【実績評価】　一廃、産廃の再資源化を促進するために、分別管理を徹底した。廃油は、有価売却で再資源化を継続した。.
　　廃タイヤは、収集運搬車両により中間処理事業者に持ち込み、セメント原料などとしてリサイクルに供している。

　　分別管理の徹底を継続、定着化する。全員の努力と工夫が、リサイクルを促進するパワーである。
　　廃バッテリーは、少量であるため備蓄保管している。有価売却は難しくなったが、再資源化に引き続き努めていく。

　　工場は、作業安全を大前提とした（限定点灯の徹底）により安定した管理ができております。

環境経営目標実績と評価及び今後の取組方針
運用期間：2025年3月～2026年2月

基準年（前年度）実績 目標値（基準比1％削減） 実績
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　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：2026年3月29日

　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　三浦　一也　

１.　全体の評価

No. 評　価　事　項 代 表 者 指 示 事 項

環境関連法規等の遵守状況 　メーカー情報やネットを活用して、法令の最新情報入手に努めること。

  遵守評価により、適切な管理を行って 　一覧表に基づいて確実に遵守確認を行うこと。

　いることが確認できた。

　関係当局の指導や訴訟もなかった。

環境経営目標の達成状況、環境経営計画 　来店客と出張作業サービスのバランスが負荷に影響している。

の実施状況  お客様への安全安心サービスを引き続き優先させる。

①数値目標は、全体として達成できた。 　水は、雨水利用の強化と、無駄な使用を相互に再確認しながら

②管理目標についても、概ね順調であっ
た。

　目標対象ではないが、数量管理をしっかり行うこと。

　節水は、活動はできたが使用量が微量
減少した。

　タイヤ専門業者として、環境に配慮した事業活動に努める。

実施体制 　全員参加の体制を維持していく。

　気づいたことは、ミーティングの場で共有できており、相互指摘に

　より継続的改善を進めて行く。

環境に関する苦情や要望対応状況 　お客様や地域の期待に応えていくために、苦情や要望に限らず

　　苦情・要望などは発生していない。 　コミュニケーションを引き続きしっかり保っていく。

　　

是正処置、予防処置について 　常に問題意識を持って、業務に励んでもらいたい。

　環境経営目標、環境経営計画の実施 　問題点が見出されれば、全員共有し、速やかに改善処置を講じる

　状況は、概ね順調であった。

前回の代表者の指示事項への対応 　2017年版ガイドラインへの基本的対応は、整った。

　環境経営目標の策定については、今後の検討課題とする。

その他指示事項 　特になし

２.　 全 体 の 評 価 と 見 直 し

　　 全 体 の 評 価

6
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会社全体で、エコアクション21への取組みを進めていく中で、健康と安全を最優先に守りながら、「無理・無駄の徹底排除」
と「業務効率の改善」に全員参加でチャレンジを継続します。
２０２６年度は緊急事態訓練は、3月に実施しました。
2017年版ガイドラインに沿って、効率改善、社会との連携強化につながる取組みを強化していく。
2026年度は、環境経営目標、環境経営計画およびEA21の実施体制は継続する。
自助努力だけではカバーしきれない熱負荷がかかっています。

代 表 者 に よ る 全 体 の 評 価 と 見 直 し

1

2

3

4

5
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環境活動の基本を大切に

環境活動に限らず、安全、業務の効率、顧客サービスなどすべてにおいて
整理、整頓、清掃は基本です。エコアクション２１取組みを機に再度、整理
整頓を実施し、清掃を徹底しています。

未来の子供たちのために

「ペットボトルのキャップで世界の子どもにワクチンをとどけよう」という活動
を知りました。キャップ８００個でポリオワクチン１人分に当たり、子供の命
子供の命救うことができるとのことです。
少しでも見知らぬ国の子どもたちの役に立ちたいと思い立ち、地域の方々
にも呼び掛けて収集しています。

13

環境取組の紹介（２）
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